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                  基本理念 

我が社のある津乃峰町は北に津乃峰山を仰ぎ、南に橘湾を望む温暖で風光明媚な所にあり

ます。この恵まれた自然を子供たちの未来に残すため、建設工事の事業活動を通じて、環境

活動に取り組みます。 
 
 

環境経営方針 
 当社は建設工事の事業活動において生じる環境負荷の低減を図るため、以下の環境活動を

推進します。 
   

１．事業活動の中で、省資源・省エネルギーなどに取組みます 
  
 （１）二酸化炭素排出量削減のため、事務所や建設現場での電気・化石燃料の節約活

動を行います。 
   
   （２）産業廃棄物リサイクル率向上に努めます。 

 
 （３）水道使用料については、節水活動を行います。 

 
（４）コピー用紙の両面印刷を行います。 

 
（５）グリーン購入の推進に努めます。 
 
（６）環境に配慮した製品・サービスの提供並びに施工 
 

2．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 
 

 
3．環境経営方針は全従業員に周知するとともに社外に公表します。  

   
  4．環境経営の継続的改善に取組、環境経営のステップアップを実践します。 

 
 
上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し環境経営システムを推進します。 
 

                   制定日 平成２１年８月 １日  

                    改訂日  令和 ３年８月 １日 

  

                    有限会社 浜中建設 
                          代表取締役 浜中 孝 
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□ 事業所の概要 
 
 

（1） 事業者名及び代表者名 
 

有限会社 浜中建設 
代表取締役社長 浜中 孝 
 

（2） 所在地 
 

〒774-0021 
 本社オフィス ：徳島県阿南市津乃峰町新浜５９番地 
 資材置場・倉庫：徳島県阿南市津乃峰町新浜７０－２８ 
 

（3） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 
 

責任者  ：浜中 京    TEL 0884-27-0554   FAX  0884-27-0562 
 

（4） 事業内容 
 

徳島県知事許可（特 01）第 1369 号 
土木工事業．とび・土工．石．舗装．水道施設工事業．解体工事業 
 

（5） 事業の規模 
 

資本金     ２千万円 
従業員     ９名 
売上高     160,510 千円（令和 3 年 10 月 1 日～令和 4 年 9 月 30 日） 
延べ床面積   事務所３５㎡．資材置場 2,000 ㎡．倉庫床面積 500 ㎡ 
 

(6)   法人設立    昭和６３年１１月 
 
 
 

    
 

□ 認証・登録範囲：全組織、全活動を対象とする 

           （解体工事業は実績が無い為対象外） 
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□EA21実施体制

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間能力
　技術者を用意
・環境管理責任者を任命
・環境目標の設定を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営方針の策定、見直し
・環境経営目標、環境経営計画の策定並びに見直し
・法規制等遵守のチェック
・法規制等の要求事項登録簿を承認
・環境経営システムを構築し、実施し、管理
・法規制等遵守のチェック
・環境経営実施計画書を承認
・環境経営の取組結果を代表者へ報告
・環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ及び環境への取組の自己ﾁｪｯｸの実施
・「環境関連法規等チェックリスト」の作成
・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成
・環境関連の外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの窓口
・環境経営システムの実施
・環境経営方針の周知
・従業員に対する教育訓練の実施
・環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録
・問題点の発見、是正、予防処置
・環境経営方針の理解と環境への重要性を自覚
・決められたことを守り、自主性・積極的に環境活動へ参加

工事主任

事務部

浜中　京

作業員

工事主任

作業員

社長

環境管理責任者
(事務部兼任）

EA21推進会議

有限会社浜中建設　　環境経営システム組織図

浜中　京

工事部

代表取締役

浜中　孝

環境管理責任者 EA21推進会議

（構成ﾒﾝﾊﾞｰ）

浜中孝・浜中京・工事主任
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□ 環境経営目標 

    
事務所    

    （電力の CO2 換算係数：0.551kg－CO2/KWH） 

 

項    目 

令和 1 年度 
30 年 10 月～9
月 

実 績 

令和 3 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 4 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 5 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 6 年度 

目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 7 年度 

目 標 
(前年度より

１％減) 

二酸化炭素排

出量(kg-CO2／年) 
4254 4169 4127 4086 4045 4005 

電力使用量  
（kwk／年） 

4257 4172 4130 4089 4048 4008 

燃料（L／年） 810 794 786 778 770 762 

廃棄物       

一般廃棄物  

（ｋｇ／年） 
16.00 15.68 15.52 15.36 15.21 15.06 

水資源投入量

(m3／年) 
201 197  195 193.1 191.2 189.3 

グリーン購 
（品／年） 

7 7 7 7 7 7 

 
現場 
    （電力の CO2 換算係数：0.551kg－CO２/KWH）      

 

項    目 

令和 1 年度 
30 年 10 月～9
月 

実 績 

令和 3 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 4 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 5 年度 

 目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 6 年度 

目 標 
(前年度より

１％減) 

令和 7 年度 

目 標 
(前年度より

１％減) 

二酸化炭素排

出量(kg-CO2／年) 
50,247 49,248 48,756 48,268 47,785 47,307 

電力使用量 
（kwk／年） 

0 0 0 0 0 0 

燃料（L／年） 19,819 19,425 19.231 19,039 18,849 18,661 

売上高を単位とした

二酸化炭素排出量

(百万円) 
32.1 31.5 31.2 30.9 30.6  30.3  

廃棄物       

ﾘｻｲｸﾙ率の向上

（％） 
100 100 100 100 100 100 

水資源投入量

(m3／年) 
0 0 0 0 0 0 

環境に配慮した製品、

サービスの提供並びに

施工 

   

100 
   

100 
  

100 
   

100 
   

100 
   

100 

グリーン購入  

（品／年） 
5 5 5 5 5 5 

売上高を単位とした二酸化炭素排出量の指数  

 （上記の計算方法：二酸化炭素排出量÷売上高×100,000） 

電力使用量の単位を kwh、燃料の単位を L、一般廃棄物の単位を kg とした。 
上記の目標のほか、以下の取り組みを推進する。 

① コピー用紙両面印刷 
② 環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への参加 
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 目標は令和 1 年度実績から毎年１％の削減とした。 

□ 環境経営目標とその実績(令和 3 年 10 月～令和 4 年 9 月) 
 
事務所 

（電力の CO2 換算係数：0.527 ㎏－CO2/KWH）          

 
 項      目 

 
目 標 

  
実 績 

 
達成率（％） 

二酸化炭素排出量(kg-CO2／年) 4,127 3,021 136 

電力使用量（kwh／年） 4,130 3,642 113 

燃料（L／年） 786 425  184 

廃棄物    

一般廃棄物（kg） 15.52 10．6 146 

排水量（ｍ３／年） 195 122.5 159 

グリーン購入（品／年） 7 11 157 

目標値を令和 1 年度実績から毎年 1%の削減とした。 

昨年同様徹底を行った結果すべて達成出来ました。 

今後も裏紙使用、ミスコピーの削減などにより一層取組ます。 
 
現場 

（電力の CO2 換算係数：0.527 ㎏－CO2/KWH） 

 
 項     目 

 
目 標 

  
実 績 

 
達成率（％） 

二酸化炭素排出量(kg-CO2／年) 48,756 66,887 73 

電力使用量（kwh／年） 0 0 0 

燃料（L／年） 19,231 26,1784 73 

売上高を単位とした二酸化

炭素排出量(百万円) 
31.2 41 78 

廃棄物    

ﾘｻｲｸﾙ率の向上（％） 100 100 100 

排水量（ｍ３／年） 0 0 0 

環境に配慮した製品、サービ

スの提供並びに施工 
          100          100 100 

グリーン購入（品／年） 5 5 140 

目標値を令和 1 年度実績から毎年 1%の削減とした。 
重機の使用頻度が多かったのと現場が遠くの為二酸化炭素排出量、燃料が削減出来ませんでした。 
今後も現場に乗り合わせて行き削減出来るように一層取組ます。 
ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底もあわせて取組ます。 
達成率：目標値／実績値×100 
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グリーン購入達成率：実績値／目標値×100 

□主な環境活動計画 
（１） 電力使用量の削減  

・ 夏場の冷房温度を下限 28℃に設定する。 
・ 冬場の暖房温度を上限 22℃に設定する。 
・ 照明機器、エアコン、窓の掃除を３ヶ月１回する。 
・ 休憩時間は電気の消灯を実施する。 
・ パソコンの使用時以外は電源を切る。 

（２） 燃料使用量の削減 
・ 車・重機のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底を行う。  
・ 車は乗り合わせて行く。 

（３） 上水道使用量の削減 
・ こまめに蛇口をしめる。 
・ 水を流しながら洗い物をしない。 

（４） 一般廃棄物量の削減 
・ 分別、リサイクルを徹底する。 

（５） 産業廃棄物リサイクル率の向上 
    ・ リサイクルの推進 

（６） コピー用紙両面印刷 
  ・   裏紙利用の励行 
（７） グリーン購入 
  ・   グリーン購入法適合用品の購入 
  ・  現場グリーン購入はカタログで該当品を調査する 
（８）環境に配慮した製品・サービスの提供並び施工 
  ・ 建設機械は、排ガス対策型のものを使用する。 

   （９）環境ボランティア活動参加 
   ・  河川・道路清掃活動への参加 

□次年度取組内容 

取組は令和 4 年度と同様とする。 
CO2 削減目標を達成の為に燃料使用量の抑制する為の対策を講じる。 
事務所の一般廃棄物については、ｺﾋﾟｰ用紙の裏紙使用、ﾐｽｺﾋﾟｰの削減をさらに徹底する。 
 

□ 環境目標とその実績(令和 3 年 10 月～令和 4 年 9 月)グラフ 
 事務所 
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現場 
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現場での電力使用量はありません 
 

□ 主な環境活動の取り組み結果の評価 
 
   事務所 
    電力使用量はエアコンの温度設定、不用時の消灯、待機電力の徹底を昨年同様に行っ 

た結果削減を達成出来ました。 
   燃料費もまだコロナの影響及びメールで書類を提出する方法により出かける事が少な

くなったので削減出来ました。 
一般廃棄物もわずかですが削減出来ました。 
今年より空調設備のフロン排出抑制法に基づく簡易点検を年 4 回行います。 
コピー用紙の裏紙使用、ミスコピーの削減により一層取り組みます。 
期間中にグリーン購入法適合用品を 11 品購入し使用しました。 
次回もすべて達成出来るように引き続き削減を推進します。 

 
   現場 
   重機の使用頻度が昨年より大幅に多くなったのと現場が遠くの為削減出来ませんでし

た。 
   売上高が減少したけど二酸化炭素排出量が大幅に多くなったので売上高を単位とした

二酸化炭素排出量も削減出来ませんでした。 
   今年は特に作業内容により削減が難しかったです。 

建設機械はすべて排ガス対策型のものになっていて、工事現場で使用する保安灯もｿｰﾗ

ｰﾀｲﾌﾟの物を使用し経費削減に努めました。 
現場で使用するもので期間中にグリ―ン購入法適合用品 7 品を購入し、使用しました。 

     これからも、エコアクション２１の仕組みを構築・実践し削減に取組みます。  
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□環境関連法規制等の順守状況 

適用される法規制 適用される施設等 順守結果 

騒音規制法 バックホウ ○ 

振動規制法 ブレーカー ○ 

グリーン購入法 
再生資源その他の環境への負荷の低減に

資する原材料又は部品 
○ 

廃棄物処理法 マニュフェストの交付・保管 ○ 

再資源利用計画 再資源利用計画促進計画書・実施書の作成 ○ 

徳島県環境基本条例 騒音に関する規制 ○ 

阿南市環境基本条例 環境保全 環境負荷の低減 環境教育 ○ 

フロン排出抑制法 建設機械の簡易点検 ○ 

 
 
□環境関連法規への違反、訴訟等の有無  
   環境関連法規への違反、訴訟等はありません。 
   尚関係当局よりの違反並びに外部からの苦情などは、過去３年間ありません。 
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代 表者に よる全 体の評 価と見 直し記 録  

                                令和 4 年 10 月 26 日 

代表者 

 

社長 

（環境管理責任者の報告） （環境管理責任者のコメント・提案） （代表者） 

[取組状況の評価結果] 

・ 法的要求事項の順守状況 

・ 是正及び予防処置の状況 

・ 前回までの指摘事項の改善他 

[環境経営方針] 

 環境ボランティア活動参加は5回参加

することが出来ました。 

  

 

  

[環境経営方針] 

前回と同じ。 

工事現場の場所により二酸化炭素排出量、燃料使用量が変化するの

でより一層の努力が必要になる。 

・ 違反等はありませんでした。 

・ 事務所の空調設備のフロン排出抑制

法に基づく簡易点検を年 4 回行いま

す。 

・ 環境経営方針、目標、計画に関する

教育を実施しました。 

変更の必要性： 有  無 

[目標] 

 次年度もすべてにおいて削減に努め

ます。 

 現場はこれまで同様に削減に努めま

す。 

 事務所もこれまで同様に削減に努め

ます。 

  

[目標・環境経営活動計画] 

 エコドライブ 10 の徹底を社員に周知する。 

 車・重機のアイドリングストップを徹底する。 

 工事現場で使用する保安灯はｿｰﾗｰﾀｲﾌﾟの物を使用する。 

 現場に行く時は出来るだけ乗り合わせて行くよう心がける。 

 これからも全社員一丸となって取り組む。 

  

[目標の達成度] 

 事務所・すべて達成 

      

 現場・二酸化炭素排出量・燃料使用量

とも達成出来ませんでした。 

    重機の使用作業が多くなると 

    目標達成は難しいです。 

  

変更の必要性： 有  無 

[システムの各要素] 

 現状を維持する。 

[経営システムの各要素] 

 全員に周知徹底すること。 

 組織体制は現状のまま進める。 

 従業員数の増減があればその都度検討する。 

 今後もこのままの体制で取組みます。 

[周囲の変化状況] 

・ 外部コミュニケーション 

・ 法的要求事項の動向他 

 現場への移動は乗り合わせ、重機及び

車のアイドリングストップの徹底を

心がけし削減に取り組んでいる。 

   

  

 
変更の必要性： 有  無 

保管：ＥＡ21 事務局 適切性：変化している周囲の状況等を勘案してＥＭＳが適切か 
妥当性：EA21 ガイドラインの要求事項を満たす上で妥当であるか 
有効性：パフォーマンスの継続的改善及び順法性の確保等に有効であ
るか 


